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うことを可能にするため、Comma Separated Value(csv) 形式
でデータの保存を行う。















図 2 変更後の Natlabを適用した結果の細胞画像
4 Natlabの計算時間の比較
定量化時のユーザが反応を待たなければならない時間の表を






画像読み込み枚数 (4枚) 465.5秒 7.6秒
画像読み込み枚数 (5枚) 592.1秒 10.5秒
画像読み込み枚数 (6枚) 725秒 11.5秒
表 1 画像から神経突起長と分子濃度を定量化するまでにユー
ザが反応を待たなければならない時間。縦軸が画像の読み込
み枚数。横軸が先行研究と変更後の Natlabを表示。
5 おわりに
本研究では、Natlabの高速化することができた。また、神経
突起と細胞体の二値化の精度が向上したため、正確な神経突起
長と分子濃度を定量化することが可能となった。そのため、定
量化を正確かつ高速化することができたため、その後のデータ
を用いた解析を、実際の画像に近い状況で行えるようになった。
